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1 はじめに
本研究の目的は、従来のソフトウェアの単体テスト自
動化の方法では解決することができない点を改善するこ
とである。現状では、自動でテストを行う為の準備段階
にコストがかかる。また、複雑化したコードに対して自
動でテストを行うことが困難である。この 2点を改善す
ることが本研究の目的である。
2 背景
最近、ソフトウェアテストを重視した開発プロセスも
提案されてきている。例として、eXtreme Programming
やクリーンルーム開発法があげられる [5, 6, 7]。さらに、
アジャイル開発プロセスの中にもソフトウェアテストを
重視したものがある [7]。また、ソフトウェアテストの
自動化に関する研究もなされており [2]、ソフトウェア
テストのプロセスの 1つである単体テストに対して有用
であるモック・オブジェクトの自動生成に関する研究も
されてきている [1]。
しかし、これまでの研究、特にソフトウェアの単体テ
スト自動化に関する研究において問題視されていること
が 3点ある。まず、全てのソフトウェアに対して 1つの自
動テストを適用することができないことである。次に挙
げられるのは、自動テストの準備段階における時間や費
用といったコストが大きいことである。最後に、様々な
外部モジュールを利用するため複雑化してしまったソー
スコードに対して自動テストの適用ができないことであ
る。このようなことから、開発現場でソフトウェアの単
体テスト自動化を実際に導入できない場合がある。
また、近年、ソフトウェアの開発現場では、顧客から
大規模かつ複雑な機能を要求されることが多い。さらに、
短期間での開発を迫られることも少なくない。こうした
現状において、ウォーターフォール型に分類される開発
手法を用いている開発現場では、要求定義や設計、実装
の段階にコストがかかり、ソフトウェアテストに割くコ
ストが限られてくる。しかし、限られたコストの中でも
高品質なソフトウェアを提供しなければならない。
3 研究概要
本研究は、従来のソフトウェア自動化で問題とされて
いる 2点を改善することを目的としている。問題点の 1
つとして挙げられる自動テストの準備段階におけるコス
トを軽減することが 1つめの目標である。また、複雑化
したソースコードに対してのテストを自動化できない点
を改善することが 2つめの目標である。
そこで、テスト仕様情報を厳密に形式化された情報と
してソースコードを書いたプログラマが記述する。実際
は、Fig. 1のような XMLとして記述する。この情報を
元に xUnitで使用できるテストコードを自動生成し、こ
の自動生成されたテストコードを用いてプログラマ、も
しくはテスターが単体テストを行う。自動生成されるテ
ストコードの例を Fig. 3 として示す。この手法を用い
ることで、テスト仕様情報をあらかじめ定められた形式
で記述するのみでテストコードを自動生成できるので、
自動テストの準備段階におけるコストの軽減が可能であ
る。また、ソースコードを書いたプログラマ自身がテス
ト仕様情報を XMLとして記述することで仕様記述に費
やす時間を短縮することができる。但し、ソースコード
を書いたプログラマ以外の人がテスト項目を作成するこ
とが望ましい。この一連の流れを Fig. 4として示す。
また、テストをしたいソースコードが外部に依存する
部分をモック・オブジェクトとして自動生成し、これを
テストコードが使用する。このことにより、複雑に外部
モジュールへ依存するソースコードに対しても完全な単
体テストを行うことができる。
Fig. 1 記述する XMLの例（一部）
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Fig. 2 Fig. 1の元になったソースコード（一部）
Fig. 3 自動生成されたテストコード（一部）
Fig. 4 単体テストの一連の流れ
4 評価方法
本研究が提案するテスト自動化手法によるソフトウェ
アの単体テストと従来の xUnitによる単体テストとを比
較する。この比較から、そのテスト網羅度やバグの発見
率、テストに費やす時間などのコストの違いを調査する。
また、この手法で自動生成されるテストコードを用いて
正常にテストを行うことができるかを検査する。さらに、
本研究が提案するテスト自動化手法を用いて作成された
ソフトウェアが要求された機能を全て満たしていること
を確認する。
5 今後の課題
この手法で作成されたソフトウェアの評価方法の吟味
をし、それに基づいて評価を行う。この評価からさらな
る改善点の考察を行う。発展的な課題として、テストコー
ドの生成を自動化するのみではなく、テスト実行まで自
動化する方法の提案とその実践、評価がある。また、テス
ト仕様情報を XMLを記述する際に有用となるツールの
開発、あるいは、ソースコードからテスト仕様情報XML
を自動生成する方法の提案も課題である。さらに、この
手法を種々の開発手法やプログラミング言語にも適用で
きるように一般化を行う必要がある。
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